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チンゲンサイ　英名：Green pak choi　分類：アブラナ科アブラナ属に属する野菜
　学名：Brassica rapa var. chinensis

・�原産地：ヨーロッパ地中海沿岸部。中国に渡った後に栽培が進み揚子江流域で特に分化した。
・温度適応性：一般的に冷涼な気候を好むが適応範囲は広い。
・発芽適温：最適温度 15 ～ 20℃、最低温度 1～ 5℃、上限は 35℃。
・生育適温：15～ 25℃前後。冷涼地では夏秋栽培、中間地・暖地では秋冬栽培が最も適している。
・光適応性：比較的弱い光にも耐えるが、軟弱徒長気味になることが多い。
・�土壌適応性：土壌適応性は広く、有機質に富む弱酸性の沖積土を好む。基本的に通気・排
水性のよい圃場で栽培するよう心掛ける。
・土壌酸度適応性：微酸性～弱酸性（ph5.5 ～ 6.5）。
・花芽分化と抽苔：種子春化型（シードプラントバーナリゼーション）
発芽直後から低温に感応し花芽分化が起こり、分化後は高温長日条件で抽苔が促進される。
チンゲンサイの花芽分化は低温によって誘起されるため、平均気温 15℃以下、最低気温
10℃以下になると花芽分化する。低温感応性や抽苔の早晩性に品種間差が見られるが、低温
感応試験では早生品種では 4℃で 30 日間以上、晩生品種では 4℃で 60 日間以上の低温期間
に遭遇すると抽苔する。

・作型別栽培方法
（１）�春まき栽培：2 ～ 5月まきで、4～ 6月どりの栽培。寒暖差の大きい時期のためハウス・

トンネルの換気作業が重要となる。この作型は、生育後半が早いため適期収穫に努める。
（２）�夏まき栽培：6 ～ 8月上旬まきで、中間地では夏用品種が播種されるが、気温が高く栽

培が困難である。病害虫や生理障害の発生が多く品質が低下しやすいので、寒冷紗や不
織布マルチなどの資材を利用し栽培する。潅水は日中の高温時には行わないようにする。

（３）�秋まき栽培：最も栽培しやすい作型。気温の低下し始める晩夏から初秋にかけて播種
し年内に収穫を終えるのが中心となる。生育適温下での栽培のため作付面積、出荷量
も多い。

（４）�冬まき栽培：11 ～ 2 月にかけて播種する作型で、1～ 4月にかけて収穫する。低温期
の栽培用に加温設備ないしは被覆資材を活用しハウス内温度を保てるようにする。


